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国
内
外
の
ニッ
チ
市
場
で
ト
ッ
プ
シェア
を
獲
得

宇
宙・水
素
を
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
に
位
置
づ
け
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
コ
ア
技
術
を
磨
い
て
新
事
業
創
出
を
！

PROFILE

あんどう・つよし
１９５６年熊本県生まれ。79
年九州産業大学電気工学
科卒業。81年米国ノースロ
ップ工科大学アビオニクス
コース修了、同年東京計器
入社。２００８年取締役執行
役員就任。17年常務、18
年より社長をつとめる。

撮影= 齊田 勤
photos by Saida Tsutomu

安
藤
安
藤    
毅毅

６月14日に行われた那須工場・宇宙棟の竣工式。同社の技
術が宇宙でも花開こうとしている
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し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
コ
ア
技
術
か
ら
派
生
し
た

様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発

し
、新
し
い
分
野
を
開
拓
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、期
待
で
き
る
事
業
の
一
つ

が
船
舶
港
湾
機
器
で
す
。日
本
造
船

工
業
会
に
よ
る
と
、地
球
温
暖
化
対

策
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
応
船
へ

の
換
装
需
要
が
発
生
し
、世
界
の
新

造
船
需
要
は
２
０
３
０
年
に
現
在
の

ほ
ぼ
倍
と
な
る
１
億
総
㌧
ま
で
増

加
。２
０
５
０
年
ま
で
大
建
造
ブ
ー

ム
が
来
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
も
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

す
る
新
た
な
製
品
開
発
を
進
め
る
と

共
に
、ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
の
生
産

体
制
の
強
化
や
研
究
開
発
・
人
材
投

資
を
行
い
な
が
ら
、無
人
運
航
船
や

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
応
船
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

く
考
え
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
防
衛
・
通
信
機

器
。
政
府
の
方
針
に
よ
り
、
２
０
２

３
年
度
か
ら
防
衛
予
算
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。当
社
は
陸
海
空
自
衛
隊
が

運
用
す
る
航
空
機
、
艦
船
、
車
両
の

搭
載
品
や
地
上
の
レ
ー
ダ
ー
設
備
向

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る

新
た
な
製
品
開
発
を
進
め
て
い
く

　

当
社
は
１
８
９
６
年
（
明
治
29

年
）、
国
内
初
の
計
器
メ
ー
カ
ー
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。当
時
輸
入
品

に
頼
っ
て
い
た
船
舶
機
器
の
国
産
化

を
目
指
し
て
、圧
力
計
や
回
転
計
、通

信
器
、
動
力
計
、
羅
針
儀
な
ど
計
器

製
造
の
研
究
を
始
め
、次
々
に
日
本

初
の
製
品
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
普
段
は
あ
ま
り
目
に
す
る
機
会
も

少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、当
社
の
製

品
は
国
内
外
の
ニ
ッ
チ
市
場
で
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

や
「
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
」は
世
界

の
商
船
の
６
割
以
上
・
国
内
内
航
船

の
８
割
以
上
、「
油
圧
機
器
」は
国
内

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
機
用
で
約

４
割
、世
界
で
初
め
て
実
用
化
に
成

功
し
た
「
超
音
波
流
量
計
」は
国
内

上
下
水
道
・
農
業
用
水
向
け
で
６
割

以
上
、「
超
音
波
レ
ー
ル
探
傷
車
」は

Ｊ
Ｒ
各
社
・
民
間
鉄
道
会
社
の
７
割

以
上
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
維
持
す
る
秘
訣

は
、コ
ア
技
術
を
磨
き
続
け
る
こ
と

トップシェアを維持するには、コア技術を磨き続けるしかない

国内初の計器メーカーとして１８９６年（明治29年）に創業した東京計器。船舶用の
圧力計を初めて国産化したのが同社の原点で、日露戦争で戦艦三笠に搭載された
のが同社の磁気羅針儀だった（写真はリニューアルした社内の歴史資料館）
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け
な
ど
に
製
品
を
納
入
し
て
お
り
、

当
社
の
受
注
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

那
須
工
場
に「
宇
宙
棟
」が
竣
工

　

そ
し
て
、今
後
の
成
長
ド
ラ
イ
バ

ー
と
位
置
付
け
て
い
る
の
が
、宇
宙

と
水
素
で
す
。当
社
は
人
工
衛
星
の

開
発
・
運
用
を
行
うSynspective

社
と
協
業
し
て
お
り
、マ
イ
ク
ロ
波

増
幅
器
を
納
入
し
て
い
ま
す
。人
工

衛
星
の
寿
命
は
５
〜
６
年
と
い
う
こ

と
で
、今
後
は
継
続
的
な
更
新
需
要

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、量
産
組

み
立
て
の
た
め
の
「
宇
宙
棟
」を
那

須
工
場
に
建
設
し
ま
し
た
。

　
６
月
14
日
に
竣
工
し
、こ
れ
か
ら

期
待
が
で
き
ま
す
し
、水
素
は
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
の
水
素
圧
縮
装

置
を
開
発
し
て
お
り
、こ
ち
ら
も
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
当
社
の

技
術
を
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
足
元
で
は
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
な
ど
、様
々
な
リ
ス

ク
要
因
は
あ
り
ま
す
が
、わ
た
し
が

社
長
に
就
任
し
て
か
ら
５
年
間
で
、

か
な
り
経
営
の
質
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
期
ま
で
は
我
慢
が
続
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、防
衛
・
通
信
機
器
を

中
心
に
受
注
残
高
は
過
去
10
年
間
で

最
高
水
準
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
の

で
、来
期
以
降
の
飛
躍
を
果
た
す
べ

く
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同社は現在、日本財団が実施する「無人運航船プロジェクト『MEGURI2040』」
など、多くの無人運航船プロジェクトに参画している（上）。「油圧機器」は国内プ
ラスチック射出成形機用で約４割のシェアを誇る

定期的に設けている社長訓示。社長自らメッセージを投げか
け、会社と社員との方向性に乖離が生まれないようにしている

入社式の様子。今年は約30名の新入社員が入社。「挑戦を
やめたら東京計器じゃなくなる」と新入社員に発破をかけた

船舶港湾機器部門の若手社員と意見交換

社長室での執務風景。机にはお孫さんの写真も

大学時代はサッカーの大学日本代表だった安藤さん。休日
には、サッカー教室の先生役を買って出ることも


